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２．地質・地形・地盤の調査
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講演内容

１．宅地造成等規制法で要求される地質・地形・地盤の調査

２．調査・試験の方法

３．サンプリングと土質試験

４．造成宅地に住宅等を建設する際の地盤調査

５．参考文献集
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１．宅地の造成に関わる法令で要求される
地質・地形・地盤の調査

・宅地造成等規制法
４条：測量又は調査のための土地の立入り
５条：障害物の伐除及び土地の試掘等

・宅地造成等規制法施行令
６条：擁壁の設置に関する技術的期基準

・宅地防災マニュアル
開発事業区域の選定や開発事業の実施にあたり、
気象・地形・地質・地質構造・土質・環境・地盤条件等の
土地条件、過去の災害記録、各種公表された災害危険想定
地域の関係資料等の収集

・大規模盛土造成地の変動予測調査ガイドライン
造成前後の地形図・空中写真、調査ボーリング、土質試験
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地盤調査の一般的な流れ

各種詳細調査

出典：地盤工学会編 【改訂版】地盤調査の方法と解説、 p.3, 2013.3（一部加筆）
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調査方法 求める成果

地
質
構
造

地
盤
構
成

物
理
特
性

化
学
特
性

地
下
水
特
性

締
固
め
特
性

圧
密
特
性

強
度
特
性

支
持
力
特
性

変
形
特
性

既存資料調査 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地形調査 〇 〇
地表地質踏査 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
速度検層 〇 〇 ◎ ○ ○ ○
電気検層。 〇 〇 ◎ 〇 〇
弾性波探査（屈折法） 〇 〇 ◎ ○ ○ ○
電気探査 〇 〇 ◎ 〇 〇
地中レーダ 〇 〇 〇

ボーリング・サンプリング ◎ ◎ 〇 ○ ◎ 〇 ○ 〇 〇 〇
標準貫入試験 〇 〇 〇 〇 〇
動的コーン貫入試験 〇 〇 〇 〇 〇
スウェーデン式サウンデイング試験 〇 〇 〇 〇 〇
ポータブルコーン貫入試験 〇 〇 〇 〇
機械式コーン貫入試験 〇 〇 〇 〇
電気式静的コーン貫入試験 〇 〇 〇 〇
原位置ベーンせん断試験 ◎
地下水位，間隙水圧の測定 ◎
透水特性の試験 ◎
地下水流動状況の調査 ◎
孔内載荷試験 △ 〇 ◎
平板載荷試験 〇 ◎ 〇

現場密度試験 砂置換法，ＲＩ 〇 ◎
土の採取 〇
地下水の採取 〇 〇
土中ガスの採取 〇
地盤災害調査 地盤災害の状況等
地盤環境に影響する調査 地盤環境の状況等
維持管理調査 構造物の状況等
地表面の変位測定 地表面の変位
地表面の傾斜変動量測定 地表面の傾斜変動量
地中の変位測定 地中の変位
土中土圧と間隙水圧の測定 土中土圧，間隙水圧

概略調査

物理探査・検層

環境化学分析の
ためのサンプリ
ング

地盤環境調査

現地計測

載荷試験

地下水調査

サウンデイング

地盤調査で求められ
る成果と調査方法

凡例
◎：直接求められる
○：間接的に求められる
△：手法による

出典：
地盤工学会編、
地盤調査-基本と手引き-【改訂版】
p..5, 2013.9（一部加筆）
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主な既存資料の種類と特徴

出典：地盤工学会編 地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.22～25, 2013.9

主題図名 主な特徴

地形図
一般的に利用されるものは，国土地理院発行の1/25,000と1/50.000のものである。地図の電子化が進み，各種の数値
地図が市販されている。旧版地形図と比較することで，土地の改変などによる地形の変化を調べることができる。

空中写真
2枚の写真を立体視することにより，三次元的な画像として視覚的に認識し，地形図よりも詳細な微地形判読とその他
の情報を迅速かつ広範囲に入手できる。国土地理院のホームページから閲覧可能なものがある。

地質図
岩種（地層）とその広がり，生成（堆積・噴出・貫入）時代，地層・岩石の重なり具合や接し方，新旧関係などの地質構
造，岩石や岩盤の二次的な変質や破砕状況などを図示したものである。目的によって多種類発行されている。

地盤図
大都市や臨海工業地帯の第四紀層を対象に土質柱状図を多数収集し，統一ルールに基づいて図示したもの。①ボー
リング位置，②地盤工学的・地質学的区分，③基盤や支持層の位置・状況，④地層の重なり具合，などが平面図・断面
図・等深線図・地盤区分図などで表現されている。

土地利用図
土地の利用状態を分類し，色分け表示したもので，地域計画の基礎資料として利用されるほか，都市の機能や耕地の
利用状態を知るうえでも有効である。

土地分類図
地形分類図と表層地質図，土壌図，水系・谷密度図，傾斜区分図の5図と付属説明書からなる。地域計画や環境アセス
メントなどの基礎資料として活用される。

土地条件図
主な平野とその周辺について土地の微細な高低と表層地質によって地形分類を行ったもので，土地の成立ちや，災害
に対する危険度を知ることができる。

火山土地条件図
活動中または将来活動が予想される火山及びその周辺地域を対象として作成され，過去の溶岩流出などの地形特性
を中心に，火山の地形・地質や地誌的な内容，噴火による影響度の予測，並びに防災機関や防災施設の表示などがな
されている。

土壌図 農耕地や未耕地・林地の土壌状態を把握・判別するためのもので，地形図上に土壌区分を境界線で色分けしている。

活断層図
日本全国を網羅した東京大学出版会の『新編日本の活断層』や国土地理院の『1:25000都市圏活断層図』が代表的な
ものである。活断層図類は新規の構造物計画や防災関連の調査の際に有効な資料となる。

ハザードマップ
火山や地震，津波，洪水，台風，斜面，土石流などを対象として，その現象や災害の実績図及び予想災害に対する災
害危険範囲図を主体とする。監視体制や避難経路の検討を行う地域防災計画とリンクする。
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地形と特徴

出典：地盤工学会編 地盤材料試験の方法と解説 p.82, 2009.11
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地形・地質条件と建設工学上の問題事項(1/2)
（山地・丘陵地）

出典：地盤工学会編 【改訂版】地盤調査の方法と解説 p.33, 2013.3
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地形・地質条件と建設工学上の問題事項 (2/2)
（沖積低地）

出典：地盤工学会編 【改訂版】地盤調査の方法と解説 p.34, 2013.3
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断層の存在を示す空中写真上の特徴

出典：地盤工学会編 【改訂版】地盤調査の方法と解説 p.42,
2013.3

－活断層の可能性がある地形－



11出典：地盤工学会編、【改訂版】地盤調査の方法と解説 p.22, 2013.3

沖積平野地下の構造と地層の関係



12出典：地盤工学会編 【改訂版】地盤調査の方法と解説、p.25, 2013.3
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地表地質踏査

地表に露出している地質に関する情報を観察し、収集した事実を総合的
に判断して地下の地質・地盤の性質と分布を形成過程も含めて明らかに
する作業である。

開発計画における地表地質踏査は、上記の理学的視点に加えて、土木地
質的な視点で現地の地形や岩質状況、地下水その他の関連情報もあわせ
て観察・整理することが要求される。

この結果は、後続の調査計画や調査結果の解釈に大きな影響を及ぼすこ
とになるので、最も基本となる調査項目である。

開発計画だけでなく、環境保全や維持管理、各種自然災害対策やその防
災対応などは、地域的かつ局所的な地形や地質、地下水などと密接に絡
むため、現地踏査によって地形・地質などを適切に把握することは重要
である。

一般に、①準備、予察、調査計画、②現地踏査、③取りまとめの三段階
の手順で行われる。
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２．調査・試験の方法
・調査ボーリング
・標準貫入試験
・スウェーデン式サウンディング試験
・オートマチックラムサウンディング試験
・ポータブルコーン貫入試験
・機械的コーン貫入試験
・原位置ベーンせん断試験
・平板載荷試験
・現場密度試験
・速度検層
・電気検層
・弾性波探査
・電気探査
・地中レーダー
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調査ボーリング(主な種類）(1/2)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 p.73, 2013.9
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調査ボーリング（ボーリングマシン）(2/2)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 p.74, 2013.9
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標準貫入試験 (1/2)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】

pp.110～111, 2013.9

JIS A 1219
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標準貫入試験 試験結果から得られるもの (2/2)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.109,114, 2013.9
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スウェーデン式サウンディング試験

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.123～128, 2013.9

土の硬軟や締まり具合の判定、軟弱地盤の厚さや分布の把握に利用される。
戸建住宅などの小規模構造物の支持力の概略判定に利用される。

JIS A 1221
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オートマチックラムサウンディング試験
（動的コーン貫入試験）

出典：地盤工学会編【改訂版】
地盤調査の方法と解説

pp.461～463、2013.3

得られたＮd値はＮ値と
ほぼ等しいため、調査
ボーリングの補完とし
ても利用される。
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ポータブルコーン貫入試験

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.129～140, 2013.9

地質断面図の作成、建設機械のトラフィカビリティ、
盛土の締固め管理、戸建住宅などの軽量構造物の支
持力の概略判定などに利用される。

JGS 1431
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機械式コーン貫入試験

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.129～140, 

2013.9

土の硬軟、締まり具合、土層構成
の推定のほか、基礎の支持力の分
布、土の力学的性質、杭の施工性
と支持力の調査に利用される。

（旧称：オランダ式二重管コーン貫入試験） JIS A 1220
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原位置ベーンせん断試験

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.141～146, 2013.9

回転時のトルクから、地盤のせん断強さを求める。 JGS 1411
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地盤の平板載荷試験

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.195～204, 2013.9

地盤の支持特性や変形特性を求めることができる。

JGS 1521
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現場密度試験

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.205～226, 2013.9

砂置換法による土の密度試験 ＲＩ計器による土の密度試験

盛土の密度を測定し、その締固め度を判定して、
盛土の品質管理に利用される。

JGS 1614

JIS A 1214
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速度検層

弾性波速度（Ｖｐ、Ｖｓ）から、岩盤区分、
風化の程度、土質区分（粘土・砂礫）、強度、

耐震設計の設計入力値などを求めている。

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.33～40, 2013.9

JGS 1122



27

電気検層の結果は、地層の層厚分布、挟み層の検出、
帯水層の検出、不透水層の判定、亀裂帯・粘土化帯
などの弱層の判定、地層の連続性の判定などに用い
られている。

電気検層

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.41～46, 2013.9

JGS 1121
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電気探査

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.55～60, 2013.9

見掛けの比抵抗から、地下水資源調査、
岩盤中の高透水部や変質部の把握などの
利用される。
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表面波探査

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 p.48, 2013.9

求められたＳ波速度から換算Ｎ値を
計算し、地盤中に相対的な緩み箇所
や硬質ゾーンの検出に利用される。
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３．サンプリングと土質試験
・固定ピストン式シンウォールサンプラー
・多重管サンプラー
・室内土質試験の区分
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固定ピストン式シンウォールサンプラー (1/2)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.83～92, 2013.9

JGS 1221
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固定ピストン式シンウォールサンプラー (2/2)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.83～84, 2013.9
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多重管サンプラー (1/3)
ロータリー式二重管/三重管サンプラー

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 p.95, 2013.9

JGS 1223JGS 1222
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多重管サンプラー (2/3)
ロータリー式スリーブ内蔵二重管サンプラー

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 p.97, 2013.9

JGS 1224
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採取試料の品質Ａ:土・岩などの構造に乱れが無いか、ほとんど無い試料。そして、含水比や間隙比が原
位置のそれらと等しく、土・岩等の構成や化学成分の変化も無い試料。

採取試料の品質Ｂ:土・岩などの構造は乱れているが、含水比や構成は原位置のそれらと同じであり、土
層やその構成も特定できる試料。

採取試料の品質Ｃ:土・岩などの構造が全体的に変化し、土層やその構成が原位置の状態から変化して
正確に特定できない試料。また、含水比も原位置のそれと異なる試料。

多重管サンプラー (3/3)

出典：地盤工学会編、地盤調査-基本と手引き-【改訂版】 pp.84,93, 2013.9



含水比試験，土粒子の密度試験 ，
湿潤密度試験

粒度試験，
液性限界・塑性限界試験

最小密度・ 最大密度試験，
保水性試験

要する時間を調べる

一面せん断試験，三軸圧縮試験，
一軸圧縮試験

強熱減量，pH試験，
電気伝導率試験

土の物理的性質
を求める試験

土の透水性を調べる
土の力学的性質
を求める試験

：

：

：

：

土を分類する

土の状態を表す諸量を求
める

その他

：

：

：

締固め試験，C B R 試験

土の化学的性質
を求める試験

土の圧縮性と圧縮に

：

透水試験

圧密試験

土の締固め特性を調べる

土の強さと変形性を調べる

 土の化学的性質を調べる

36

室内土質試験の区分
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